正義と法 -正義概念の働きを法システムにおいて考察する- by 森際,康友






























































































































の支配 174号 53–63（2014）、弁護士にとっての職業倫理上の中核価値については 森
際康友「弁護士倫理の中核価値」アメリカ法 2007 (1) 55–67（2007）を参照されたい。
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遂行した正義実現の公共的活動とを対比されたい。参照 森際 花より秤 第 9回「公
共性には花より秤」『書斎の窓』611号（2012年 1・2月）p. 9.
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ある。Justitia est constans et perpetua voluntas jus suum cuique tribuendi.」
（Digesta, 1. 1）あえて近代的に読解するならば、問題は「誰の意欲か」である。
ここから、なぜ近代国家には主権者が不可欠であるのかが見えてくる。その主権者
(8) Cf. ニコマコス倫理学 第 5巻。『アリストテレス全集 13 ニコマコス倫理学』第 5巻
1129a-1132b, 1134a,とりわけ 1129b10（岩波書店、1973年）
Aristoteles Opera, vol. II, I. Bekker ed., Deutsche Akademie der Wissenschaften
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⑶ 正義はシステムである。（正確には、システムとなって初めて発動する。）
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は、自由民主制がここまで成熟した現在、このように解釈すべきである。
⑻ 正義概念の解釈は常に発展しており、法曹はその発展に責任がある。
正義の概念（観念・理念）は以上のように捉えられるべきである。正義の観念・
理念は、まさに理念として、正義というシステムを領導すべきであり、従来の、司
法制度とは無縁の孤立した概念とする発想とは訣別すべきである。システムとし
ての正義は、システムであるが故に、また、その社会的機能の故に、多くの属性を
もつ。そのようなシステムに規定された正義概念（理念）は決して空虚ではなく、
機能的構造的理由により、豊かな内実を有する。
正義の概念をこのように捉え直し、正しい概念分析を進め、この観点からわが国
の（ひいてはアジアの）政治史を読み直し、正義についての公論を、また、正義
を用いて公共問題を語り解決する伝統と習慣をわが国に根付かせていくべきであ
る。ポスト・モダニストたちはこれを「正義の脱構築」と呼びたがるかもしれな
い。が、それは正義が無力であること、どちらでもよいものであることを意味する
のではなく、逆に有力化させるための方途であることは明白であろう。このような
捉え直しの可能性と必要を説くのは、法律家の中でも、法学研究者、とりわけ法哲
学者の任務かもしれない。が、実際にこの伝統を構築し、育んでいくのは、法曹三
者を中心とする広い意味での法曹、研究者を含む法律家共同の社会的責務である。
（明治大学法学部特任教授）
325
